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  殺すべきか    

     殺さざるべきか  

     
                新井俊一師 
 

つい先ほどゴキブリを殺しました。数分自問自答で苦しんだ後です。もしゴ

キブリを自宅で見つけたら、あまりためらうことなく殺したでしょう。しか

しそれは他人の住居の外にいたのです。始め私は何もしないでおこう、と考

えました。他人の家の外でみつけたゴキブリを殺す義務はありません。「殺してはならぬ」という

五戒第一の戒も破りたくありません。しかしまた考えたのは、もしこのゴキブリを殺さなければ、

何十倍にも増えて人々に害を与えるかも知れない、しかしこのような場合、不愉快な経験をする可

能性から人を救ってあげなければならない、という義務が私にあるのかどうか、今でもわかりませ

ん。殺すべきか、殺さざるべきか、それが私の疑問でした。 

 

私に最初に浄土真宗を紹介してくれた海野大徹先生につ

いての思い出の一つは、ホノルルの仏教研究所で先生と

ともに座禅をしていた時のことです。突然大きなゴキブ

リが床をさっと走りました。私は興奮して先生に「仏教

的観点から言うと、ゴキブリを殺すのは善か悪か」と聞

いてみました。先生はしばらく黙っていた後「好きなよ

うにしなさい」と言いました。私の心にこの言葉がずし

んと響きました。 

 

不殺生は、仏教でも最も基本的な五戒のうちの第一です。

しかし現実は、私たちは自分が生きるためには他の生物

を殺さなければなりません。言いかえると、私たちは他

の生物の犠牲の上に生きているのです。だからといって

殺生を肯定しているわけではありません。しかし、自分

が生きるために命を提供してくれた他の生物に対して感

謝の気持ちを持つことと、どうしても他の生物の命を奪

って生きなければならないことに対する慚愧を持つこと

は大切でしょう。 

 

  201３年度教化標語 

 真実明に帰命せよ 
 

9月の予定 

 

1日 10時 家族法要 

  10時 45分 日本語プログラム 

2日 レーバーデイ事務所休み 

8日 10時 家族法要 

    ダーマ・スクール初日 

  10時 45分 日本語プログラム 

15日 10時 家族法要 

  10時 45分 日本語プログラム 

22日 10時 お彼岸法要 

  10時 45分 日本語プログラム 

29日 10時 家族法要・子供法要  

  10時 45分 日本語プログラム 

 

5日 1時半 日系マナー法要 

19日 1時半 日系マナー法要 

24日 10時半 敬老ホーム法要 

http://www.blogger.com/profile/12149415505385472223


それではゴキブリを殺すことはどうでしょうか。私が自分が殺したゴキブリに対して今でも心が痛

みます。このジレンマに対する答はありません。少なくとも、自分が戦場でこの問題に出会わなか

ったことに感謝したいです。 
 
             先生の略歴：相愛大学名誉教授、文学博士(ハワイ大学）、浄土真宗本願寺派教師。 
 

今秋の予定 

 

10月 4・5日・6日 梅津廣道総長のシアトル別院訪問 

 

 4日（金）梅津廣道総長 日本語セミナー 詳細は後に事務所までお訊ねください。 

 

 6日（日）帰依式―梅津総長による帰依式が 10月 6日 11時半より執り行われます。申し込み用 

      紙は英語面に、また詳細は事務所にご連絡ください。締め切りが 9月 1日となってい 

      ますのでご注意ください。 費用は 25ドルです。 

 

10月 19日 第二回 別院女性のセミナー 

  テーマ「利他の心」  シアトル別院にて ９時半―３時半  25ドル 菜食弁当 10ドル 
 

「利他の心」と題し二回目の女性セミナーがシアトル別院で開かれます。ハワイからの西山真理子

先生による日本語セッションもあります。これは SBBWA の恵信尼様/覚信尼様 顕彰法要に基づいた

企画です。ご家族、ご友人お誘い合わせてぜひご出席下さい。シアトル別院主催 SBBWA 後援 

ゲスト・スピーカー    かすみ・なおみ准教授（シアトル大学） 

           パティー ウスキ師 （サン・ファンナンド・バレー仏教会） 

           西山真理子師 （パール・シティー仏教会、ハワイ） 
 

初参式 

初参りは赤ちゃんが初めてお寺に参って祝福をうけ、如来様と先祖にご報告するため、尊前で喜びの式

をいたします。 

ことしの初参り式は 10月 13日 10時より執り行われます。幼児に限らず何歳でも参加できます。申し込

み用紙は英語面にあります。10月 6日までに別院事務所まで送られるかお持ち下さい。ダーマ・スクー

ルから詳細を連絡します。ご質問は別院事務所 206-329-0800 9時ー3時。 

 

ミュージック・ノート 

原爆被害者追悼法要ではマス為国とスティーブ山崎にウクレレとサックスを演奏頂き感謝します。 

ダーマスクールが始まるにつけ生徒たちの音楽家を歓迎します。子供法要のピアニストも歓迎です。ク

ワイアー、ウクレレバンドなどが 11月 24日の音楽法要の準備を始めます。10月始めの梅津総長の訪問

にあわせスペシャル・ミュージックを計画しています。クワイアーは 9月からまた練習が始まります。

参加興味有る方はテリー谷野（くわいアー）マス為国（ウクレレ）まで連絡を下さい。 

 

オライオン・センター 

皆さんは次の食事が何処から来るかを心配されたことがありますか？そのような心配を一生しなくてい

いことを願ってますが、そのような心配をしている若者たちがいます。オライオン・センターのお陰で

ホームレスの若者たちは食事、シャワー、清潔な着る物が確保されます。シアトル別院の各団体、個人、

グループ、家族などでホット・ミールを提供しはじめて 4年以上になります。ボランティアは計画と料

理とサーブを 50－60名に毎月しております。今年は後 9月 20日、10月 18日、11月 15日、12月 20日

の奉仕グループが必要です。最近のグループ・リーダーは 5 月ミチ・バート、6 月レオノラ・クラーク、



7月ポール森、8月マーガレット寺本。このプロジェクトに参加できない方は今年もエンターテイメン

ト・ブックを購入されますようお願いします。今年のブックは 25ドルで、50％が食事の材料代になりま

す。日曜日の法要前後に玄関にて、10月まで続きます。詳細などは事務所まで。 
 

別院日本語プログラム 

今月はマキさんに日本で撮ってもらったご法話を拝聴します、またＤＶＤも買ってもらいました。たの

しみにしてください。 

松林輪番がリタイアされた 2010年よりシアトル別院では日本語の先生がおられませんが、星野アランさ

んが日本語プログラムを毎週用意して下さっています。毎週いろんな先生のお説教を拝聴出来るなんて

なんと贅沢なことでしょう。日本語メンバーは大変感謝しています。 

英語法要の後 9時 45分くらいから始まります、みなさん是非ご参加下さい。 

 

クレジット・カード使用について 

シアトル別院では会員の会費などの費用を 9月８日よりクレジット・カードで払える様になりました。 

これはこの方法がいかに効果的であるかのテストです。手数料は加算されません。この期間の後で評価

して、後には加算されるかもしれません。 

１、カードはスワイプが必要です。電話やイーメールでは使えません。 

２、カードは事務所にて月曜ー木曜と日曜 10時ー12時に限られます。 

３、レシートはありません。カードのステートメントに Seattle Buddhist church とでます。 

  イーメールに限りレシートがおくられます。 

４、事務所にサインできる用紙があります。寄付などはこの用紙に書き込んで下さい。 

５、マスターカード、ビザ、アメリカン・エックスプレス、ディスカバーが使えます。 

６、Flagship Merchant Services という会社を通していて安全です。 

機会が一台しかないので不便ですがご辛抱願います。 

 

会員部より 

別院維持会会員の年度会費は 70才以上は$250（＄500ご夫妻）、70才以下は$300(＄600ご夫妻)です。

これは別院の維持に対しての最低額になります。分割でも払えます、事務所までお申し出下さい。今年

分の会費をお支払いになった方のお名前が英語文にあります。 

シアトル別院会費について 

2013年度も終わりに近づきました。会費を納められた方々には感謝します。 

税金免除になる年会費は別院にとって諸経費を賄い、仏教教育をよりよくしていく為にも必要です。で

すが、会費とファンド・レイズのお手伝いだけではその諸経費をもカバーしきれません。別院会費はほ

かの 2団体の会費も含まれます、ＢＣＡ，北米地区です。300ドルのうち 200ドル以下が（70歳以上の

方は 150ドル以下）が別院に残された額です。分割で払われても結構ですが 9月 30日までに最後の払い

込みをして下さい。皆様のご理解とご支援のもとに別院が活動でき、将来があるのです。 

 

婦人会便り                  

     会長のメッセージ    馬場ジャネット  

 

別院お盆踊り：今年のお盆踊りのシ－ズンも成功の内に終わりましたが、７月

２０日週末の想い出はシアトルの暖かい夕暮れの風景と共に私達の心に長く残

るでしょう。蛇の年２０１３年のお盆を想いで多い行事になるように、会員の

皆様の長い時間のお手伝い、ご支援に有り難く深く感謝申し上げます。 

 



ベーンブリッジ日帰り旅行：去る８月１４日（水）フェリー乗船にて、２０名の会員と２名のゲストが

ベーンブリッジ島史料館、ベーンブリッジ島日系疎外記念館を訪れ、クリアワター・カシノにて昼食を

取りました。この日は、第二次世界大戦中に、最初の強制立ち退きを強いられた日系人方々の住むこの

島の歴史的な日系社会について学ぶ事が出来た楽しい一日に成りました。幸いにも、博物館では児玉リ

リー、中田ウエーン、そして北本フランクの方々が、非常勤講師を勤めて下さり、又、Memorial Wall で

は Memorial National Historic Site の会長、森脇クラレンスがガイドをして下さいました。この日帰り旅行

は活動部のフローレンス・グエンと岡田マーリーンの企画によるものです。 

 

追悼法要写真：２０１３年１０月２７日（日）に別院本堂にて厳修される追悼法要の際に、故人会員の

写真を大きなスクリーンに映写出来るように、家族の方々に故人の写真を婦人会に送って頂くよう要請

しています。７００余名の写真を概算しております。もっと情報の必要な方は、事務所に連絡して下さ

い。 

 

婦人のセミナー：来る１０月１９日（土）にシアトル別院にて、第二回目の仏教における女性のセミナ

ーが「利他の心」と題して、シアトル別院主催、シアトル別院婦人会後援で持たれます。ご講師方はう

すきパテー師、サン・ファナンド・バレー仏教会；西山真理子師、パール・シテー本願寺仏教会、ハワ

イ；かすみなおみ準教授、シアトル大学です。登録費は２５ドル。ベジタリアン弁当、 １０ドル。詳

しい情報は別院事務所に連絡をして下さい。皆様どうぞこぞってご出席下さい。勿論、男性方を含めた

別院会員も是非ご参加下さい。                             合掌 

 

婦人会寄附  英語欄を参照して下さい。 

 

９月行事予定  

１（日） 婦人会理事会  

  ２２（日） 秋季お彼岸法要 

  ２９（日） 婦人会キャビネット・ミーテング      通信書記（日）新保エツ提出 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  Elaine, Darlene, Fran, Karen, Judith and Mae in the  
  Bon Odori Craft Booth 
 

 

Clarence Moriwaki with SBBWA Women on Bainbridge  
Memorial Tour 

   


